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研究成果の概要（和文）：本研究では、中国における介護サービスの需要調査を行った。そのデータを用いて中
国人の需要関数を推定し、日本人との相違点を明らかにした。また支払い意思額も推定し、個室や介護施設の立
地の利便性への支払い意思額は小さいということから、日本人と異なった選好をもつことが分かった。既存デー
タを用いて中国の出生政策などが親の老後のヘルスケア利用に与える因果効果も検証した。子供の数と親のヘル
スケア利用を増加させることが示唆された。親の教育水準が成人した子供からあるいは子供への世代間移転に与
える因果関係も検証した。高学歴の親はより少なく子供から援助を受け、より多く子供に援助することが分かっ
た。

研究成果の概要（英文）：In this research, I conducted an internet survey in China to estimate the 
preferences of elderly-care services and the WTP.  Our findings show that room　sharing and the 
location of the care facilities are both not important, which are quite different from Japan.  Using
 existing data, I also analyzed the causal effects of China's fertility policy on parents' 
healthcare utilization and found that having more children increases the probability and 
out-of-pocket expenditures of using formal and informal healthcare.  Furthermore, the causal effect 
of parental education level on intergenerational transfers (financial transfers) from or to adult 
children was tested and found that highly educated parents were less likely to receive transfers 
from their children and more likely to give transfers to their children.

研究分野： 社会保障、労働経済学、中国経済学、家計経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
介護サービスの質や介護政策を論じる際、利用者の支払い意思額が重要な要素となる。少子高齢化が進んでいる
中、少子高齢化関連政策は切り離して議論することができない。もし出産奨励政策は親のヘルスケア利用に長期
的な影響を及ぼすことがあるなら、その政策の真のコストが過少評価されることになる。本研究を用いてそれを
議論することができる。また日本の優れた介護産業のノウハウを中国に輸出する際には中国人がどのような介護
サービスを好まれるかを明らかにする必要があるので、本研究は日本人が持っている介護サービスに対する選好
との相違点を明らかにした。そして、現行の社会保障政策のあり方についても提言することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
急速に進む高齢化を背景に、中国における介護サービスに対する需要が拡大していく。伝統的な
“家族による介護”モデルのみではこれに対応不可能であり、介護市場を通じた介護サービスの
提供がより一層重要になることが予想される。中国において介護サービス制度構築の重要性が
指摘されている。また介護サービスを他国に輸出する際にも、当該国の介護サービス需要の実情
を把握し、それに適応することが必要不可欠となる。すなわち、「老後において老人ホームの入
居を希望し、また日本をはじめとする外資系が提供する介護サービスを受けたいか？」この質問
への答えは、回答者が持つ介護サービス需要選好が深く関連する。中国の巨大な高齢者市場にお
いてどのような介護サービスを提供するべきか、またその市場はどのように全面的に開放すべ
きか、さらに日系企業といった外資系企業はそこにどの形で参入するべきかは、世界中に注目さ
れている。これを冷静に議論するためには、中国人が持つ介護サービスに対する需要選好を明ら
かにする必要がある。また、異なる介護サービスに対して中国人の WTP（支払い意思額）はど
れぐらいとなっているかも経済学的な視点からも重要である。 
 
 
 
２．研究の目的 
中国における高齢者世代（本人）とその子供世代（家族）それぞれが有する介護サービスに対す
る需要選好を明らかにすることである。また介護サービスの構成要素として、月額費用、運営主
体、自宅からの距離、居室、医療サービス、介護士及び環境サービスを主たる分析対象とする。
分析の結果、各構成要素の相対的な重要性、及びそれらをどのように組み合わせれば、より多く
好まれているのかを明らかにできる。さらに新しいデータ解析手法の開発も行う。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
介護サービスに対する需要選好は複数の要素（料金、提供主体、家からの距離等）で構成されて
いるため、これを明らかにすることには、実証上の困難が付きまとっていた。意識調査では相関
関係しか見られておらず、最新の「コンジョイント法」と呼ばれる仮想実験法を用いて、介護サ
ービスに対する需要選好を分析する。また、ノンパラメトリックな選択モデルを用いて、統計的
因果推論と厚生分析を接続することも試みる。経済学における政策評価一般に対して学際的、国
際的な影響力のある手法を提案する。具体的には、当該サーベイで回答者に、自身がより望まし
いと考える仮想的な介護サービスを選択してもらう。仮想的な介護サービスは複数要素（月額費
用、運営主体、自宅からの距離、居室、医療サービス、介護士及び環境サービス等）によって構
成されており、これらの構成要素が当該介護サービスへの好み度合いに与える因果効果を推計
できるように設計する。さらに経済モデルとデータを結合することで、支払い意思額、消費者余
剰及び補助金といった社会厚生への効果についても議論できる手法を開発する。本研究は、中国
国民の介護サービスに対する需要選好に焦点を当てることで、当該選好が持つ多様な側面につ
いて集中的な分析を行うことを目的とする。 
 
 
 
 
４．研究成果 
独自の調査から得た個票データを用いて中国高齢者の介護サービスへの需要関数を推定した

こと自体は著者の知る限り、ほとんど初めてである。また従来の相関関係ではなく、学際的な研
究手法の開発も試みることで、統計的因果推論に基づく分析となり、さらにノンパラメトリック
な選択モデルを用いて、統計的因果推論と厚生分析を接続することで経済学における政策評価
で重要な役割を果たす厚生分析もできた。中国の介護産業政策の在り方、日本の介護産業の中国
への輸出の進め方について本研究からヒントが得られる。 
中国の介護産業のみならず、政策評価一般に対して学際的、国際的な影響力のある手法を提案

できた。この手法を用いて、日中の少子高齢化問題に次々と取り組むことが今後の研究課題とな
る。分析の成果を英文の論文としてまとめ、欧文査読付学術経済雑誌（すでに一本採択され、公
開済み）に、また経済産業研究所（RIETI）のディスカッションペーパーとして掲載されたと同
時に、内内の学会で積極的に発表した。中国の経済界から注目を浴びて、招待講演に呼ばれた。
また一般者向けのシンポジウムなどを通して産学官の間に広く発信していた。 
研究過程においては、研究課題の内生性問題を最大限に克服するため、最新の計量経済分析手

法を随時に習得しながら、精度の高い分析を目指して行った。また、一般向けの発信においては、



介護行動に関心を集めてきたので、介護サービスに関してのさらなる研究も至急ではないかと
思った。さらに子供の数と親のヘルスケア利用の間に正の因果関係が確認されたこともとても
興味深い結果だと思い、少子高齢化対策を議論する際に切り離してみることができないことが
明らかにし、現行の社会保障制度の在り方について提言できると思う。 
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